
 7 月 3 日（日）午前 10 時より正午まで、本会三階講堂にて、第 57 回
愛知県柔道整復学会・第 96 回会員研修会が開催された。 
           藤川副会長の開会の辞に続き、森川 伸治会長            

が学会長挨拶として「本日は一時的に猛烈な雨が
降る、と言う日になってしまいましたが、そんな
日にも関わらず、筧学術部長を中心に学術部員の
皆様、そして各支部の学術担当の先生方の温かい
ご協力のもと開催できましたことは感謝してい
るところであります」と謝意を述べ、「オンライ
ンと会場で合わせて 200 名近い会員の皆様が傾
聴いただいております。本日は 4 席の発表と、後
半の会員研修会は、「匠の技 伝承」プロジェク
トで、これは日整の指導のもと 10 年計画で 

開催しており、本日はこの愛知県の指導者候補 3 名の先生のうち 2 名の
先生によって、橈骨遠位端骨折の 1 人整復法を実演していただき、若い
先生方にお手本を示していただくと言うことで、まさに学会発表の「学」
と、そして「術」を先生方に提供させていただき、限られた時間ではあ
りますが、地域医療に貢献するためにも、しっかりと勉強していただい
て、明日の施術に役立てていただきたい」と述べられた。 
 その後、筧学術部長より、学会の発表時間、質問時間、座長等の説明
があり学会が始まった。 
 
 

●第 57回愛知県柔道整復学会 
1.肩関節前方脱臼に対する外旋位固定の方法について 
〜副子とキャスト材を併用した固定法〜 

山北 陽一会員（中村） 
2.腱板修復歴のある肩関節痛に対して制限因子からの施術を試み
た一症例 

鈴木 正美会員（半田） 
3.自身が負傷したアキレス腱断裂の報告 

榎本 雄一郎会員（笠寺） 
4.仙腸関節捻挫に足指の運動療法が有効であった一症例 

中島 正勝会員（豊橋） 

 4 席の発表後、賞状・記念品授与と、記念撮影が行われ、小林 

副会長の閉会の辞にて、学会は終了した。 

 

 

 

 

続いて 11 時 15 分より第 96 回会員研修会が開催された。 
「匠の技 伝承」プロジェクト講演〜橈骨遠位端骨折 整復・固定
法の実技〜と題し、永田 和平会員（岡崎）、林 秀樹会員（豊橋）
のお二人に講演いただいた。 
 開始にあたって森川会長は「現在柔道整復師が、骨折、脱臼の整
復をすることがかなり少なくなった。骨折は整復しないで整形外科
に送りなさい、そう言う指導を学生にしている学校もあるようで、
ますます骨折などに関わることが少なくなってくる。そこで日整も
推奨している超音波観察装置を使って、せっかく来ていただいた症
例ですから、先ずは柔道整復師の先生方が自分の目と手で評価して
いただき、その評価が間違っていないかを、超音波で観察するとい
う目的で回を重ねており、日本の伝統ある『ほねつぎ』を継承する
ということでしっかり聞いていっていただきたい」と述べられた。 
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